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研究区分：大学ブランディング化に関する研究

本学におけるスポーツファーストレスポンダーの育成

氏 名 坂梨 秀地【所属】保健医療学部 救急救命学科

ははじじめめにに  
日本 AED 財団の提言「スポーツ現場における心
臓突然死をゼロに」では、スポーツ現場での心臓

突然死のリスクは運動していない時に比べ 17 倍
に高まり、1分遅れる毎に 1割の救命率が低下し、
10分を過ぎると救命は困難と言われている。また、
予防するために 2分以内に AEDが届けられる場
所、スタッフ関係者への救命講習等の教育が必要

とされている。学校内においての突然死では運

動・スポーツ中が 8割を占めており、グラウンド、
体育館での発生が多いと報告されている。 
 
11..  背背景景 
スポーツに力を入れている本学では、医療を学び

ながらスポーツをするスポーツメディカリスト

を育成している。その中で、スポーツ中の怪我な

どに対応するためトレーナ部が存在しているが、

スポーツを行っている学生自身でスポーツ中に

起きる怪我や急病に対して対応できるための知

識・技術を身につけるための教育が必要ではない

かと考える。 
 
【【ススポポーーツツフファァーースストトレレススポポンンダダーーととはは】】  
スポーツファーストレスポンダーとは、スポーツ

中に起きたケガや急病に居合わせ処置をする人

を指し、運動部に所属する人、トレーナ部や、ス

ポーツイベント救護を行う人が誰でもスポーツ

ファーストレスポンダーになり得る可能性が高

い 
22..  目目的的  
スポーツファーストレスポンダーに必要な実

技・知識を抽出し、スポーツ現場におけるスポー

ツファーストレスポンダーの有効性について検

討する。 
 
 

33..  方方法法  
 育成プログラムの検討 
→他大学や競技団体が行っている応急手当講習

プログラムを調査し、本学に適したプログラムの

作成を検討する。 
 
44..  結結果果・・考考察察 
 
国士舘大学では「大学横断的かつ競技横断的統括

組織（日本版 NCAA）創設事業（大学スポーツ
振興の推進）」として大学スポーツの安全・安心

の確立に資するプラットフォーム構築事業で図 1 
のようなスポーツ中の怪我などの対応するため

の教育プログラムを構築している。 

 
【図 1】 国士舘大学における育成プログラム 

 
本学において、他大学の調査し育成プログラムを
図に示す。大学およぶクラブ活動の合間で全ての
プログラムを実施することは厳しいが、入学時の
4月、後期が始まる 9月下旬の年 2回実施が望ま
しい。スポーツ中での事故を想定し、迅速に対
応・処置できることは、本学が目指すスポーツメ
ディカリストの育成の一助となり得ると考える。 

 


